
実施目的売上を維持しながら、長時間労働を縮減し、

「仕事のためのＢ時間、

自分と家族のための８時間、

健康のためのＢ時間（=トリブルエイト)」の

メリハリの利いた生活、活力溢れる会社を実現する。
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●東京都産業労働局選定プロジェクト紹介
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－畷一豆雪バｼﾌｲﾂｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式会社

鼠勝箇理本圃労聴・法務部ワークライフパランス抱進阜務局・油谷階薩薦宮司繭

プロジェクト名ワークライフパランス「ＢＢＢ（トリブルエイト）」ブロジエクト
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実施予定期間平成22年６月１日～平成25年３月３１日
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|雪杢鮮繍毒毒”
交通技術分野や国土保全分野をはじ

め、あらゆる分野にわたって社会資本整

備のコンサルティングを手がけるパシフ

ィックコンサルタンツ。同社が昨年始めた

｢ワークライフバランス『ＢＢＢ（トリプ

ルエイト)ｊプロジェクト」は、今年、３

年計画の２年目に突入した。

同社の顧客は官庁や地方自治体が大半

を占めているため、業務の締め切りが年

度末に集中しがちである。また、複数の

プロジェクトに同時並行で携わり、打ち

合わせや出張が多いといった業務特性か

ら、どうしても長時間労働に陥りがちだ

った。これまでも様々な対策を講じては

いたが、抜本的に仕事のやり方を変える

必要があった。そんな折、労使共催でワ

ークライフバランス（WLB）のセミナ

ーを開催することになり、「ＷＬＢとは、

短時間でどれだけ成果を上げるかが問わ

れ、時間で成果を確保するわけにはいか

なくなるというシビアなものであること

がわかり、その発想の切り替えを社内に

浸透させたいと思いました｡」と事務管

理本部労務・法務部ワークライフバラン

ス推進事務局の油谷氏は語る。そこでト

ップにＷＬＢの推進を提言し、同プロジ

ェクトが機関決定された。
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ＷＬＢの実現に向け業界をリード

l嘉慧重謡職暴ポ
ブロジェクトの中心施策の一つとして、

｢課」に相当する「グループ(現在は室)」

単位で、働き方の見直しに取り組んでい

る。４グループが、１年間、月１回のコ

ンサルティングを受けながら、長時間労

働に関する課題と解決策の実施に取り組

んだ。１年目は、コンサルタントの解決

策を期待する受身の意識があった。しか

し、「自主性が大切」との反省から、２

年目はグループ員自らが率先してグルー

プ内の課題を見つけ、改善策を考え実施

するよう、方向転換したところ、昨年より

も前向きな雰囲気が出てきたという。「今

後は、成果を上げたグループを□－ルモ

デルとして、全社に広めていきたいと考

えています｡」

|離職の識碓
社長もＷＬＢの推進に熱心で、会議や

研修など事あるごとにその重要性を発信

するようになった。会議の活性化・効率

化のために導入した、立って会議をする

｢スタンディング会議」も、社長の意見

でまずは常務以上で構成される経営会議

から率先して導入しているという。

しかし、管理職が「残業している部下

こそ頑張っている｡」という考えを持つ

パシフィックコンサルタンツ株式会社

所在地：東京都多厚市閃戸1-7-5

耶柴内容：独設コンサルタント業
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ているようでは、部下も評価を気にして

帰りづらくなる。そこで、管理職を対象

に「長時間労働に関する研修」を行い、

グループワークで長時間労働の解決のた

めの具体的方策を考えた後に、労務問題

が専門の弁護士から長時間労働のもたら

す法的リスクと管理職の果たすべき役割

についての講義を受けた。「かなり厳しい

内容だったので、意識改革の契機になっ

たのではないか｡」と油谷氏は語る。

|業界繕ﾘードする取㈹
バシフィックコンサルタンツは建設コ

ンサルタント業界の最大手の一つ。その

動向が他社に与える影響は大きい。同社

は、業界団体内の意見交換会や、関連団

体のイベント等で、積極的にプロジェクト

についての情報を発信し、業界全体で

WLBへの気運を高めている。また、今

後発注者に対してもＷＬＢの実現に向け

た協力を働きかけられるよう、検討して

いる。長時間労働縮減のために改めて働

き方を見直し、真のＷＬＢの実現に向け

て、業界を率先して取り組み始めた同社

に集まる期待は大きい。 閲
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